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更に値上げが行われようとしています





年収の一割以上が国保税で消えていく。そんな高い国保税を民主党政府は、更に値上げしようとしています。











　5兆円の軍事費を削って


　　国保値下げへ








　各自治体国保会計は火の車！


国民健康保険は、各市町村で運営が行われています。しかし、どの自治体も不景気の影響による住民税の収入減、医療費の増大などで国保会計は財政難、しかも国保加入者は低所得者が多く事業主負担がないにも拘わらず、国は地方自治体への国庫補助をかつての半分にまで削減しました。各自治体は独自の一般会計から国保会計へ繰り入れして値上げを抑えているのが実情です（繰入額・全国平均一人あたり約一万円）。藤枝市でも三億九千万円の法定外繰り入れ（一人あたり二、七八五円）をして値上げを抑えていますが、それができずに焼津市のように値上げする市もあります。





　非人間的な


保険証取り上げを止めよ！　　


資格証明書（国保税を一年間滞納すると保険証を


取り上げられ、代わりに発行されるもの）は、医療


費の窓口負担が全額の十割になり、事実上の保険証


の取り上げです。この資格証明書は、旧自公政権に


よって二千年に市町村へ発行の義務化がされたもの


です。


本当に悪質な滞納者か？　


医療費窓口全額負担のため


医者にかかりたくてもかかれない


私は、現在藤枝市で資格証明書が出されている


一〇六世帯の方々について調べました。すると、月


平均受診回数が国保世帯一．三回に対し、資格世帯


〇．〇一回、つまり資格証明書の方々が如何に医者


に診てもらっていないかがハッキリしています


同じ生身の人間でありながら、一般の方々の百分


の一しか医者に行っていない状態です。更にこの一


〇六世帯の収入状況を調べますと年収一〇〇万円未


満二五世帯も含め全体の九十五世帯が年収三〇〇万


円以下の低所得の方々です。「この数を見るだけでも


払いたくても払えない、なおかつ医者にもかかれな


い状況があきらかではないか」と議会で問いました


が「個々の状況は把握していないが法にのっとって


調査してやっている」との抽象的答弁しか出てきま


せんでした。





　








北村市長はこんな広域化（値上げ）を


推進するべきではありません。


広域化を推進する･･･私の質問に対する北村市長の最初の答弁です。しかし市民の願いはこんな広域化（値上げ）ではなく値下げである。私はこの答弁に対し広域化の問題点を訴え、こんな制度改悪を推進するのではなく、自治体のトップとして国に対し悪政を改め市への国庫補助率を元に戻すよう要望することこそ大事だと再質問しました。


これに対して市長は「国保も一番の課題と考え国に市の現状を訴えていく」と答えました。





十一月議会を終わって


高すぎる国保税の負担減は、私の選挙公約の一つでもあります。


国保がこれほど悪化した責任は国にあります。藤枝市でも本年度、一般会計から法定外繰り入れをし、値上げを抑えたことは評価すべきですが、更なる値上げを引き起こす広域化をめざす姿勢は改めるべきです。


資格証明書世帯については、今後更に調査することを要求していきたいと考えます。


国保の問題は非常に大きなテーマですので今回の質問を足がかりに、取り組みを強めていきたいと考えます。











国保　広域化で　　


ほんとに　良くなるの


　　「広域化」とは、市町村ごとの運営から都道府県


ごとの運営に変えることです。国保会計への市町村


の税金繰り入れをやめさせ、保険料アップを招く動


きです。


二〇一〇年の通常国会で成立した「� HYPERLINK "http://d.hatena.ne.jp/keyword/%B9%F1%CC%B1%B7%F2%B9%AF%CA%DD%B8%B1" �国民健康保険�


法等の一部を改正する� HYPERLINK "http://d.hatena.ne.jp/keyword/%CB%A1%CE%A7" �法律�」には広域化の基本方


針が示されています。それによりますと


①都道府県に国保広域化の支援方針を作らせる。


②その支援方針には市町村国保の財政改善、収納率


向上、医療費適正化を目標値として定める。


③一般会計繰り入れによる赤字補填分については


保険料の値上げ等により早急に解消するように


努める。


つまり広域化とは、都道府県下の国保料を均一に


するために一般会計の繰入をやめ、保険料値上げに


転嫁せよと迫る内容であり、市民にとっては大改悪


なのです。

















